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       写真－1                  写真－2  
●成研究員とエレベーター塔の圧力測定の実験を手伝う。また、ソビエト館の木製




              


















          
     写真－4                  写真－5 
●室田助手とペプシコーラ館の圧力測定の実験をする。●森助手とフラッターの風洞
実験をする。 
 １９７０年（昭和４５年）●川崎団地の逆 Y 字型の建物、縮尺 1/250 を用いて、外






     
















 １９７２年（昭和４７年）●千葉出洲住宅の実験では、風圧測定は縮尺 1/250 の模







長さ１mm で狭い範囲での風速分布の測定にも適しており、風速 10m/sec ぐらいの範囲
で約 5cm/sec以下の誤差で測定できる。●Grille と Louverの風洞実験は建築物の窓お
よび開口部に使用されるもので、Grille、Louver の前後の静圧の差を測定する。測定
風速は 1～10m/sec の範囲で行い、抗力も天秤に取り付け、風速 5～30m/sec で測定し
た。●新宿住友ビル耐風設計に関する風洞実験では縮尺 1/500の模型を用い、一様流
中で風圧力を測定し、風圧係数を求め、乱流格子を風洞内に設置し風による振動測定
をも測定した。●IBM．T．K．ビルの縮尺 1/300 の模型に風圧測定のために 240 点の測
定点をもうけ風速 15m/secで風洞実験をした。●兵庫駅前市街地住宅は高さ 63.8m（20

















－80 セルの充電を滞在中行なう。野外には高さ 50m のポールを中心に両サイドに 12
本ずつ一直線上 720ｍの間に 30m 間隔で高さ 15m のポールが並び、中央の 50m のポール
からこの測線に直角方向に 90m 離れた２地点の所にも高さ 15m のポールがある。この
年は強い台風の来襲は見られなかった。多良間島台風観測所での写真－9,10,11,12 に
示す。また測定点の配置図を図－2 に示す。 
             
      写真－9                 写真－10 
              
     写真－11                     写真－12 
 
１９７３年（昭和４８年）●球状ド－ム（東京ドーム）直径 186mの円筒形で壁面の





トを測定した。実験風速 5～15m/sec で迎角 0°45°90°135°180°の５風向で、測定
した。●低層のセキスイハウスプレハブ住宅の５種類について、縮尺 1/25の模型の屋
根面に 200 点の圧力測定孔を設け、風向角 0°～45°置きに８風向、実験風速は15m/s
で風洞実験を行った。●東京池袋に建設計画されたト－メンマンションは高さ
43.2m(12 階)で、縮尺 1/400実験風速 6m/sec風向角８風向で測定点の高さ４mm（現地
高さ 1.6m）、25mm、50mm の３高度、一平面の測定点は 88 点でそれぞれの高度について
建設に伴う周囲の風の変化に関する風洞実験を行った。●新国際空港 B－747 ハンガ－






















速測定の風洞実験を行ない風速比を求めた。●９月に US－JAPAN RESERCH SEMINAR ON 
WIND EFFECTS ON STRUCTURES が京都国際会館で開催され手伝いに行く。●沖縄の多良























          

















測定した。●9 月 9 日台風‘7709号が沖永良部島を時速 32km/secの速さで北北西に横
切った。同島測候所の観測では、22時 10分最大 10分間平均風速 39.4ｍ/sec（東北東）、





          





 １９７９年（昭和５４年）●大阪市南区大宝寺に計画された OMB 計画ビルは地上 31
階、軒高 114m、平面は長方形であり、縮尺 1/400 で実験風速 5m/sec で風向角は８風向、
測定点は一高度 102 点測定高度 5mm（現地高さ 2m）、10mm、25mmの３高度でタンポポに
よる風向と、熱線風速計による周辺気流測定の風洞実験を行った。●円形ド－ムを持









 １９８０年（昭和５５年）●桂助教授と 15cm 角の立方体形と平面10cm×20cm、高さ
15cm の直方体形の 2 種類を用い、屋根面に辷り止めおよび裏面での圧の作用を考慮し
て細かいサンドペーパーを貼って、屋上断熱材押さえブロックの飛散に対して風洞実
験を行なった。飛散物体は直径 10mm と5mm、厚さ 0.5mm と 0.3mmの銅とアルミニュウ
ムの 8 種類の円板を、風洞内に飛散しないように 0.1mmφの釣り糸で繋いで実験をした。
●電線形状と風圧抵抗係数に関して、前回行なった電線の形状の物をさらに詳しくす
る為に、模型を実規模サイズの物が三体、その二倍サイズの物が三体、計六体の模型
を用いた。写真―18 に示す。（防災研究協会 1981 年第 4号記載） 
 












の計画建物は 9 階建で、軒高は 26ｍ、平面形はＬ字型である。この実験の場合測定部
の風上に縮尺 1/250の市街地模型を地表面祖度として置き、直径 2ｍのターンテーブル
に地面板と測定模型 1/200 の縮尺模型を用いて風洞風速を 5ｍ/sec、測定点 114 点、測
定高度 8ｍｍ（現地高さ1.6ｍ）、25ｍｍ、40ｍｍ、50ｍｍの 4 高度で、風向は 8 風向




38 階（軒高 150ｍ）の高層オフィスビル 2 棟で低層部 4 階（軒高18.3ｍ）である。こ
の高層建築物周辺の気流と風圧力、高層部の振動性状について境界層風洞を用いて谷
池助手と行なった。周辺気流と風圧力測定模型は 1/300の縮尺模型を用いて風洞風速












変換の後 PC-9801 に入力し平均風速を求めた。実験風速は 10ｍ/sec、測定点は平面に
62 点、測定高度は各地上点から 8ｍｍ（現地高さ 1.6ｍ）、25ｍｍ、50mm の 3高度で実
験を桂助教授と行なう。（防災研究協会 1985 年第 8号記載） 
●銀座の昭和通りに計画された 17 階建て、軒高は70.8ｍ、平面形はほぼ正方形、の建
物の周辺気流及び風圧分布について縮尺 1/250の木製模型を用いて、実験風速 10m/sec
で測定点 155 点の風圧分布と測定点 90 点、測定高度 8～40ｍｍの範囲で実験を谷池助






を谷池助手の指導のもとに実験を行なった。●7 月 11 日午前１時 50 分に寒冷前線が岐
阜県内を通過したころ、岐阜県穂積町で竜巻の被害が発生したので、谷池氏と被害調
査に行く、被害は穂積町の、馬場、生津、江崎であった。●8 月 12 日午前９時ごろ宮
崎県西都市の山角で竜巻の被害が発生したので、14 日に谷池助手と被害調査に行きレ
ンタカーを借りて、山角、調殿、中須、市営住宅、立野、串木、古城等、7 集落を調査




向 8 風向について周辺の気流を測定し、風圧力は測定点 415 点、風向 8 風向にグラン





年第 9 号記載） 
         




隔を 1cm にした時、また３cm 角ｘ60cmの角材でも測定した。●境界層風洞でラフネス
による実験、人工芝を風洞内に敷き詰めて、熱線風速計で丸山助手と測定した。●南
千住に計画された中、高層ビル群で、32 階建てのほぼ正方形で軒高94.4ｍの高層棟に
伴う風工学的実験を、縮尺 1/400 の模型を用い、実験風速 10ｍ/secで丸山助手と行な
う。（防災研究協会 1987 年第 10 号記載）●7 月 15 日午後 1 時 50 分頃岐阜県恵那市中







    写真－22        写真－23         写真－24 
 １９８８年（昭和６３年）南千住の高層建物外壁の風圧分布に関する実験を丸山助
手と行なう。（防災研究協会 1989 年第 12号記載）●アルミ高欄手摺自励震現象につい




（防災研究協会 1989 年第 12号記載） 
 １９８９年（平成元年）●大型風洞で SMT 用ハ角柱の抗力測定を、羽野技官と実験
する。球の圧力測定を桂教授と行なう。 
 １９９０年（平成２年）●東京墨田区横川五丁目に建設計画された連立する複数高
層建物、軒高 59ｍ、20 階建ての高層棟、軒高90.8ｍ、30階建ての高層棟、7、8 階建
ての低層棟２棟について、周辺の気流性状を縮尺 1/300 の模型を用いて、一般流速 10
ｍ/sec、測定風向８風向、測定点敷地内 48 点、敷地周辺 25 点を無指向性の風速計で




 １９９１年（平成３年）●京都烏丸ビル 11 階建て軒高 45ｍ、の壁面風圧分布を調べ
るのに縮尺 1/250の模型に風圧孔を北側面に 72 点、西側面に 39 点、南側面 43 点、東
側面 29 点を設けて、実験風速 10ｍ/sec 、風向 8 風向に関する実験を丸山助手と行な
った。（防災研究協会 1992 年第 15 号記載）●前年実験を行った東京墨田区の連立する
複数高層建物周辺の気流性状に関する実験結果をもとに、植栽後の敷地周辺の風環境
について植栽による防風効果を調べるのに、防風用の樹木模型（針金及びスポンジ）
を植栽し、丸山助手と実験検討する。（防災研究協会 1992 年第 15号記載） 
 １９９２年（平成４年）●ＪＲ新大阪駅北側の宮原一丁目に隅切りを持つ高層建築
物 25 階建て、軒高 118m の高層建物で、縮尺 1/400の模型を用いて、一般流速 7m/sec、




手と行なう。（防災研究協会 1993 年第 16号記載）●東京板橋区小豆沢に計画された高
層集合住宅 14 階建てで、軒高 40m の高層建物について、縮尺1/250の模型を用いて、
一般流速 10m/sec、風向北、北東、東、南東、南、南南西、西、北北西の 8 風向、測定
点は敷地周辺で 49 点の内 11 点は民家の屋根上、敷地内では 15 点、測定の高さは 8mm
（現地での高さ 2m）で無指向性のゲルマニュウム半導体風速計を用いて 高層集合住宅



















実験風速 6m/sec、測定点を広い面 45 点、狭い面 35 点、その他に 10 点風圧測定実験を







































































300、250、200、150、100、80、60、40、30、20mmのプロフイル測定を 1 点 10 分～20
分間測定する。また流れ方向の気流状態を知るために、高さ 300、450、6 0mm でのＸ
＝－100、0、100、200、300、400、500、600mm を１点 20分間測定した。二次元流内に
も乱れを付けるために、耐火ブロックを市松模様に並べたり、前方 1m35cm のところに
トレーサー拡散装置を、細い四本の真鍮の棒で約 80cmの高さに設置したときの気流性
状を、一様流内の時と同じように測定をした。低風速の安定状況を調べる為に、風洞
の前方に有るダンパーを開放して、気流性状をも測定した。 
 ２００３年（平成１５年）●強風時の市街地火災における熱気流の性状を解明する
為に、2 月頃より粉末を飛ばし、炉にアルコールを入れる代わりに、ガスの炉を現在検
討されており、上手く行けばレーザーにて粉末の移動の測定をし、熱線温度計によっ
て温度の状況をも測定する本実験が始まろうとしている。それではこの３月 31 日をも
って、そよ風と共にさりぬ。 
 
